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影響調査

3つの構造的衝撃

デジタル|引}起こした変⾰

受託試験分析サービスの事業基盤|根本{ら書}換えられてい

ます。

置換

物理的·⼈的úソー¹の

完全置換

活⽤

ビ¸ネ¹プロセ¹の⾼速

化

前提

ûーûチェン¸の発⽣
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Lab-as-a-Service (LaaS)x~îû
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先駆的企業の戦略

MI-6株式会社(⽇本)
<miHub®=プラッøフォーĀw研究者のùāイン知識xAIを融合2実験計画を最適化し1顧客のR&D資産を÷¸タû
化しvいます2

Citrine Informatics(⽶国)
⽣成AI搭載の<Citrine Catalyst=w数百万通ºの·ÿュüー·ョンを実⾏2物理実験の前{÷¸タûR&Dを実現しvい
ます2

Polaron(英国)
2D顕微鏡画像{¹3D構造をAIw再構築2⾼価z物理的設備をソフø¶·ア|置換しvいます2
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R&D速度とコストの劇的改善

0

4

8

12

開発速度 コスト効率

従来 AI活⽤後

閉ループ型⾃律ラボの威⼒

<仮説構築→合成→測定→解析→次~仮

説=xいうサイクルをAIが⼈間を介さz⾃
律的に回yこxw1R&D~速度�従来の10
倍1コスト�10分の1へx劇的に改善され
まy2



戦略的提⾔

経営層|今すp実⾏すy}5t~施策

Core(知能)売ºへの
脱⽪

専⾨知⾒をAI活⽤可能z学
習済みモ÷ûxしv再定義

AI-Ready÷ータの構
築

過去の試験÷ータを国際基

準{準拠した形式w整備

フィ¸カûAIへの投
資

⾃律復旧す»次世代ロボッ

øの導⼊を加速

LaaSプùッøフ¹ー
ム構築

顧客価値共創の場xしvの

¿ù¶ù基盤を創出

承認者への組織変⾰

AI¸ー¸·ンøを使いこzす⼈材へのú¹キúンÀ

総括: 2026年�1ルールチェンジを主導した企業と従来~延⻑線上{留まsた企業~⼆極化|決定uq¹¼»年とzºま
す2デジタルを前提とした変⾰x~決断|1今まさ{求め¹¼vいます2


